
 

 

 

 

夜の灯に親しみ、書物を広げられる 

副校長 太田 誠 

 
秋には、スポーツの秋、食欲の秋、そして読書の秋等たくさんあ

ります。その中で、「読書の秋」に関わることについて紹介します。 
先日、６年生が読書活動を推進するための取組として、「ミニビブ

リオバトル」を行いました。「本を通して人を知り、人を通して本を
知る」まさに本を紹介する楽しさや本を通して友達の輪を広げてい
く、そんな取組となりました。今回、本を紹介したのは５人の先生
方です。紹介する際に、子供たちに質問を投げかけ興味をもたせる
先生、自分が幼い頃に読んだ本との出会いを語る先生、自分が大好
きな本を汗だくになりながら一生懸命に語る先生等ユニークな紹

介をしました。最後に、自分が読みたい本を選ぶ際には、真剣な眼差しで見つめる子供たち。選ばれるか選ばれ
ないかドキドキする先生たち。本に真剣に向き合う姿がそこにはありました。今後は、子供
たちの中でも「ビブリオバトル」等を通して本を紹介する楽しみや喜びを知ってもらえたら
と思います。 
ところで「読書の秋」といわれる由来は、中国の詩人である韓愈（かんゆ）が、「秋にな

り長雨があがって空も晴れ、涼しさが丘陵にも及んでいる。ようやく夜の灯に親しみ、書物
を広げられる。」という文章から、涼しい秋の夜は読書に適しているという考えが広がった
とされています。さらに日本の文豪、夏目漱石が、小説「三四郎」の中で、この韓愈（かん
ゆ）の一節を紹介したことから、日本に浸透してきたと言われています。そして、戦後１９
４７年に、本を読むきっかけをつくりたいということで始まったのが読書週間です。今年の
読書週間は、１０月２７日（日）から１１月９日（土）に行われます。 

読書週間は、すべての世代の人たちに本を親しむきっかけをつくるために作られたもの
です。とくに青少年の活字ばなれが、いつの時代も問題となり、幼少時から青少年時におい
て本とのつきあい方が重要との認識の基に進められてきました。 
では、読書をするために必要なこととは

何でしょうか。それは、いつでも手に取れる
ところに本があることです。学校では、図書
室や学級文庫など、いつでも手の届くとこ
ろに本が置いてあります。ぜひ、ご家庭でも
家庭文庫を作り、本に触れる機会を増やし
てみてはいかがでしょうか。本を読むこと
は、良いことだと分かってはいるものの、な
かなか本を手にするのに億劫になってしま
うことがあるのではないでしょうか。 
そこでこんな読み方はいかがですか。以

前、能動的読書についての文献を読んだ中
に、右記のような読み方があることを紹介
していました。（小学生用に書き換えてみま
した。）読み方は、それぞれ自由ですが、無
意識のうちにこれらの読み方をしている人
がいるかもしれません。 

 
本を読むことについて、ミッキーマウスの生みの親ウォルトディズニーは、このように言っています。 

 
 
 
 
本を読むことで、二小の多くの児童がたくさんの宝物を見付け、友達や家族と語り合い、毎日宝物と出会うこ

とを味わえるように教職員一同で支えていきます。 

宝島の海賊たちが盗んだ財宝よりも、本には多くの宝が眠っている。そして何より

も、宝を毎日味わうことができる。 

 

自分から進んで読書をするために 読書のすすめ  
 

１ 「きっとこうだ」読み  

   表紙や帯を見て、何が書いているのかを想像してみる。 
 

２ 「どういうこと？」読み  

   読んでいる中で「これってどういうこと」「本当かな？」と疑問をもって読む 
 

３ 「まとめてみると」読み  

   初めから読んだことをまとめることに意識して読む 
 

４ 「はんたい」読み  

   ちがった意見が書いている本をいくつか読んで、同じところやちがうところを 

見つけて読む 
 

５ 「つたえ」読む  

   だれかに本の感想や書いてあることを伝えるために読む 
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